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研究成果の概要（和文）：自閉性障害児と統合失調症患者の知識構造の形成と衰退について検討
を行った。カテゴリ流暢性課題発話データ及び全称量化表現理解課題に基づく分析から、自閉
性障害児において、健常児とは異なる特異な知識の構造化がなされている可能性が示唆された。
また、カテゴリ流暢性課題における語産出の分析から、自閉性障害児における知識の構造化は、
統合失調症患者の知識構造の衰退パタン類似しており、高次認知機能障害における両疾患の共
通性が示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）：Semantic structure in autism spectrum disorder (ASD) and patients 
with schizophrenia was investigated. The analyses of category fluency task (CFT) and 
quantificational expression task have demonstrated that semantic structure was 
idiosyncratically formed in children with ASD compared to that of normally developed 
children. Furthermore, the comparison of semantic structures has revealed that the 
degradation pattern was similar in children with ASD and patients with schizophrenia. 
The result suggested that the same mechanism underlay in higher cognitive dysfunction 
in children with ASD and patients with schizophrenia. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 自閉症性障害児において、知識構造のよう
な高次認知機能については、心の理論研究等
に比べ、あまり研究が進められていない。 
 統合失調症患者において、知識構造が一定
パタンで衰退することは明らかにされてい

る。単に発達過程を逆行するのではない特異
的な衰退パタンを示す理由として、統合失調
症の発症は成人期であっても、自閉性障害の
ように、発達の比較的初期から健常な認知発
達を辿らなかった可能性が考えられる。事実
統合失調症と自閉性障害では、対人関係維持
能力や実行機能をはじめ障害される認知機
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能が類似しており、基本的に異なる神経基盤
に由来するとしても、認知機能低下という面
からは同一の症候群と捉える見解も提示さ
れている。 
 
２．研究の目的 
 
 上記背景を踏まえ、本研究では以下 2点を
目的とした： 
 
 (１)広汎性発達障害を中心とする発達障害
児の情報体制化能力について、知識構造の形
成と言語運用から調べる 
 
(２)統合失調症患者における知識構造衰退
の要因について、発達障害児との比較により
考察する 
 
３．研究の方法 
 
先行研究に基づき、語産出と言語運用の側面
から知識構造の評価を行った。 
 
(1) 語流暢性課題に基づく知識構造の評価 
 
先行研究（Sumiyoshi et al., 2001; 2006; 
2007）に基づき、語流暢性課題（ Verbal 
Fluency Task; VFT）の発話データから、知
識の構造化を推定した。具体的には、カテゴ
リ流暢性課題（Category Fluency Task; CFT）
の発話における発話語数、及びクラスタスコ
ア・クラスタサイズを算出し、健常児及び他
の発達障害児（ADHD）と比較した。 
 
(2)全称量化表現疑問文の理解に基づく評価 
 
「○○はみんな」や「どの○○も」のような
全称量化表現疑問文に対し、属性の包含関係
を理解し、適切に応答できるかについて調べ
た。 
 
(3)自閉性障害児と統合失調症患者の知識構
造の比較 
 
CFTと文字流暢性課題（Letter Fluency Task; 
LFT））の発話語数パタンの類似性について分
析した。 
 
４．研究成果 
 
(1)自閉性障害児の知識構造 
 
自閉性障害児童において、クラスタスコアに
ついては、健常児の相違はみられなかった。
しかし、健常児と他の発達障害（ADHD）と比
べ、大きなクラスタサイズを示し Figure 1, 
矢印）、過度のこだわり、固執傾向といった

症候から過度な構造化がなされている可能
性が示唆された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Figure 1 

 
(2) 全称量化表現疑問文の理解 
 
自閉性障害児においては、言語性知能や生活
年齢の高さに関わらず、全称量化表現疑問文
に対し、指示的応答や余剰対象への指示応答
が見られた。この結果から、知識の構造化に
必須な属性の抽出とそれに基づく包含関係
の形成能力の発達が不完全である可能性が
示唆された。これは、健常児に見られない数
量指示などが観察されたことからも裏付け
られた。 
 
 (3)発達障害児童と統合失調症患者の知識
構造 
 
発達障害児の CFTにおいて、ドウブツカテゴ
リの発話が健常者パタンと異なり、CFT 発話
語数の優位性がみられなかった（Figure 2, 
矢印）。この傾向は、欧米の統合失調症患者
においても報告されており、両障害の認知機
能障害の類似性が示唆された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Figure 2 
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